
 

  

京

月）』

対応

良く

方針

 本

めの

 

■取組

 

京都御

な空間

基づき、

等に関
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京

に継
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子

でき

発信

③ 豊か

大

た苑

 

なお、

市民・利

また、

理、計画

－京

京都御苑では

』を策定し

応も考えなが

利用者へ伝

針等を定めま

本年度は、こ

の指針づくり

組みの概要

御苑庭園基

の風致を維

、次の３視

するコミュ

史、文化の

京都御苑がも

継承するため

々な人が“

子供から高齢

き、御苑の歴

信のあり方を

かな自然環

大都市中心に

苑の管理、情

、指針策定

利用者から

、専門家で

画の方針を

京

京都御苑庭

は、昨年度

し、安全で快

がら、京都御

伝えていく

ました。 

この方針に基

りや具体的

要 

基幹施設再整

維持し、豊か

視点から「京

ュニケーシ

継承 

もつ歴史的

めに必要な

利用できる

齢者、障害

歴史・文化

を検討。 

境の保全、

にある大規

情報収集・

定にあたり、

らも貴重な情

で構成された

を設定しま

京都御苑

園基幹施設

『京都御苑

快適な公園

御苑の自然

ことなどを

基づき、よ

的な作業等に

整備基本計

かな自然環

京都御苑の

ョン戦略」、

的遺産、祝祭

な整備、維持

”“楽しめる

害者、外国人

化、景観を楽

地球温暖化

規模な緑地の

発信のあり

関係機関や

情報をいた

た作業委員

した。 

1

苑の今後の

設再整備基本

苑庭園基幹施

園利用はもと

然環境や人文

を目的とし

より具体的な

に取り組ん

計画に定めた

環境を保全

のユニバーサ

、「樹林地等

祭空間として

持管理、情

る”御苑 

人など様々

楽しむため

化対策の実現

の生物多様

り方を検討

や多くの有

ただきました

員会を設置

の取組み

本計画の実

施設再整備

とより、近

文歴史資源

して、御苑施

な整備や適

んでいます。

た基本理念

し、もって

サルデザイ

等の維持管

て利用され

情報収集・発

な人が京都

めに必要な整

現 

様性の保全と

討。 

有識者から情

た。 

し、収集し

み 

実現に向けて

備基本計画

近年の地球環

源等の情報

施設の今後の

適正な管理を

 

念『御所と一

て適正な利用

イン化整備指

管理指針」の

れてきた文化

発信のあり

都御苑を訪

整備、維持

と、地球温暖

情報、提案を

した情報をも

て－ 

（平成 20

環境問題等

について、

の整備に関

を行ってい

一体となっ

用を促進す

指針」、「情

の策定を進

化的景観を

り方を検討。

れて、快適

持管理、情報

暖化対策を

を得るとと

もとに、課

年３

等への

より

関して

いくた

った特別

する』に

情報発信

進めてい

を次世代

。 

適に利用

報収集・

を考慮し

ともに、

課題の整
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京都

覚障が

京都御

について
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■ 関係

○関係

 (社)京

連合会

○専門

 近畿大

大阪大

兵庫

兵庫

見る

リアフリー

都御苑のバリ

い者の方に

御苑の魅力

て意見をう

感を使って楽

苑で感じるバ

係団体、専

団体 

京都市身体

会京都支部

家 

大学 三星

大学大学院

県立大学大

県立福祉の

触覚を使

るだけでは

ー化検討の

リアフリー

に来苑いただ

力を体験して

うかがいま

楽しむこと

バリア（問

専門家か

体障害者団体

部、京都市聴

星昭宏教授 

院 新田保次

大学院 美濃

のまちづく

って、樹木

はわからない

のための取

ー化を検討す

だき、苑内

ていただく

した。 

とができる御

問題点） 

ら意見を

体連合会、

聴覚言語障

次教授 

濃伸之教授

り工学研究

木を楽しむ

い施設があ

2

取組（当

するにあた

内の主な見

くとともに、

御苑 

うかがい

(社)京都府

障害センタ

授 

究所 北川博

ある 

時者によ

たり、車いす

どころを紹

、利用しに

いました（

府視覚障害者

ー 

博巳氏 

嗅覚を使

砂利苑路

（砂利が

る調査の

す使用者、視

紹介しました

にくい点、改

（順不同）

者協会、(社

使って、樹木

は通行に負

が少ないと通行

の実施） 

視覚障がい

た。 

改善が必要

 

社)全国脊髄

木を楽しむ

負担がある

行は可能） 

い者、聴

要な事項

髄損傷者

む 
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モデルエリア・ルート図と主な整備の概要 
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御苑

維持す

ら、今

森の生

をまと

 

■ 基本

（１）

者

（２）

 

 

 

 

 

 

■ エリ

平成 1

を 6 区域

向性を踏

ます。 

 

④自然探
子供が自
る。林地
を保つよ

③歴史的施設
歴史施設を整備
とを前提に、定
剪定や草刈りを
野鳥や水生生物
環境に十分配慮
理を行う。 

①利用拠
高木が緑
ことを目
た管理を

■京

の森が成立

る貴重な緑

後ともこの

き物の保護

めます。 

本方針（案

） 京都御苑

者の視点場

います 

） 京都御苑

の生息環境

リア区分毎の

9 年度に策定

域にゾーニン

踏まえた管理

探勝地地区 
自然とふれあえ
地内は見通しよ
よう管理する。

地区 
備するこ
定期的な
を行う。
物の生息
慮した管

拠点地区 
緑陰形成に寄
目指し、安全に
を行う。 

京都御苑樹林

立してから

緑となって

の森の機能

護や都市の

） 

苑の歴史・

場や視線方

苑の伝統的

境として重

 

の管理方針

定した基本計

グしました。

方針並びに管

える空間とす
よく明るい林床

 

寄与する
に配慮し

林地管理指

130 年以

いることや

能を充実させ

のヒートアイ

文化的資源

向を考慮し

な樹林地管

要な緑地の

針及び管理手

計画において、

各区域の整備

管理手法を整

す
床

⑤外周林
高木層は自
長を前提と
朽枝や枯枝
危険要素の
に努める。

②御所風致
歴史的に由
る名木が多
在しており
のための病
駆除や後継
確保や育成
いても検討

⑥運動広場
利用者の安
配慮した管
行う。 

指針（素案

4

以上が経過

や、ＣＯ2 吸

せるととも

イランドの

源による優

し、周辺市街

管理を踏ま

の保全を考

手法 

、苑内

備の方

整理し

■

○

ク

形

月

御

と

※

定

い

に

○

路

し

○

力

自然生
し、腐

枝等の
の排除

致地区
由緒あ
多く存
、保護

病害虫
継樹の
成につ
する。

場 
安全に
管理を

）概要 

し、市街地

吸収源とし

もに従来の風

の冷却効果

れた景観の

街地景観と

えつつ、市

慮した管理

■ 管理項目

○樹木 

クロマツ・ア

剪定技法は

形に仕立てる

月～3 月にか

御所風致地区

とする。 

※【御所
ご し ょ

透
す

かし

「御所透かし

定手法です。梯

いて自然風に仕

に著しい変化が

○芝生地 

ヒートアイ

路近くの芝生

して、芝生地

○砂利苑路

周辺環境へ

力除草を基本

手入前 

地中心で豊か

して寄与して

風致景観管

果を高める樹

の維持・向上

との遮断等適

市街地中心部

理を行いま

目毎の管理

アカマツの高木

は「御所透かし

る。少なくとも

かけて実施する

区のマツの他、

し】 

し」は、京都御

梯子で樹木に登

仕立てます。手

がないように注

 

イランド効果抑

生地において、

地と調和した木

への影響やCO

本とする。 

   手入中

かな生物多

てきたこと

管理手法を整

樹林地管理

上のため、

適切な管理

部における

す 

理手法 

木 

し※」により

も 3～5 年ご

る。対象とす

、重要木と定

御所から伝わる

登り、長柄鋸長

手入れの前後で

注意しています

抑制を進める

、樹木を植栽

木陰の創出を

O2削減に考

中    手入

多様性を

となどか

整理し、

理手法等

利用

理を行

る生物

、自然樹

ごとに 11

する松は、

めたマツ

る独自の剪

長柄鎌を用

でその景観

す。 

るため、苑

するなど

を進める。

慮した人

 

入後 

 



 

■京都

 

京都御

ための利

ます。 

 京都御

の場に

ミュニケ

 

■現状分

 現在、

○ 来苑

コミ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ テー

者別

とが

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児・子供づれ

行

都御苑での

御苑の魅力

利用者との

  

御苑でこれ

ついて検証

ケーション

分析結果（

、取り組んで

苑前のコミュ

ミュニケーシ

ーマ別では

別では、障が

がわかりまし
一般（

児童（小学生）

れ

外国人

既存の取

【対象者

行動的目標（来苑後

ＵＤ化目標（来苑後

【来

の利用者へ

力や価値につ

の情報交流

れまでに取

証し、足りな

ンの在り方

（一部抜粋

でいる約 40

ュニケーショ

ションは、現

「自然環境」

がい者、子ど

した。 
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5

10

15

20

25

30

35
特に周辺住民）

学生（

取り組み H20年

者別の取組状

1

2

3

4
認知的

認知的

）

）

既存の取

来苑前後の基

への情報提

ついて様々

に関する取

り組まれて

ない分野や

について検

） 

0 事業を対

ョンが少ない

現段階ではあ

」、「歴史文化

ども（小学生

障がい者

研究者・専門家

中学・高校生）

度

況】 

0

10

20

30

40
目標(来苑前）

目標（来苑後）

り組み H20年

基本目標の実施

5

提供等の取

々な層の利用

取扱（仮称

てきた利用者

やテーマにつ

検討を進めま

象に、対象

い状況で、ユ

あまり取り

化」に関す

生）、外国人

家等

行動的目標（

ＵＤ化目標（来

年度

施状況】 

取扱 

用者に効率

コミュニ

者への情報

ついて、対

ます。 

象者やテーマ

ユニバーサル

組まれてい

るコミュニ

人へのコミュ

施設情報

【テ

認知

御苑

ても

行動

御苑

的に

ユニ

化目

苑内

来苑前）

来苑前）

率的に伝える

ニケーショ

報発信や利用

対象者を絞

マ等について

ルデザイン化

ないことが

ニケーション

ュニケーショ

0
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歴史文化

環境保全

既存の取り組み

テーマ別の取組

知的目標： 

苑を知っても

もらう 

動的目標： 

苑に来訪して

に利用しても

ニバーサルデ

目標： 

内を快適に利

ること、及

ン戦略）を

用者との情

り込み、今

て整理しまし

化に向けての

がわかりまし

ンが多く、対

ョンが少ない

自

H20年度

組状況】 

もらう、理解

てもらう、多

もらう 

デザイン（UD

利用してもらう

及びその

をまとめ

情報交流

今後のコ

した。 

の 

した。 

対象 

いこ 

自然環境

解し

多目

D）

う 



 

■コミ

（１）

「ユ

に、来

を活用

 

（２）

「施

す。 

「環

間とし

 

（３）

必要

図りま

「外

の提供

やかな

 

（４）

  観光

等と連

の充実

 

（５）

  効果

要で

適宜

 

（６）

上記

点で

情報交

都御苑

えて

 

 

 

ュニケーシ

来苑前の情

ユニバーサ

来苑前に事

用した情報

「環境保全

施設情報」

    

環境保全」

して、苑内

「障がい者

要な情報に

ます。 

外国人」へ

供”、「障が

な対応を行

「観光客」

光客へは、

連携して充

実を図るた

モニタリン

果的で効率

あることか

モニタリン

コミュニケ

記活動の質

も、様々な

交換体制の

苑に求めら

います。 

ション充実の

情報提供等

サルデザイン

事前情報を確

報提供を充実

」、「施設情

は、来苑前

分野につい

内の資源を活

」、「児童

にアクセスが

へは多言語で

がい者」には

行っていきた

への情報提

来苑前の情

充実させて

ため、関係機

ングの実施

率的なコミ

から、ホー

ングを行う

ケーション

質的向上な

な工夫が必要

の構築、日常

られるニー

のための基

の充実につ

ン化目標（

確認するこ

実させるな

情報」に関

前にホーム

いて、京都

活用し、そ

（小学生）・

ができるよ

での表記、

は、障がい

たいと考え

提供等につ

情報提供が

いきます。

機関とも調

について

ュニケーシ

ムページで

ことを検討

活動の向上

らびに継続

要となるこ

常的な電話

ズの把握に

6

基本的な考

ついて 

苑内を快適

ことが多い障

など、来苑前

する情報提

ムページ等で

都御苑では

その理解にか

幼児」、「外

よう情報の連

「児童（小

い特性を考慮

えています。

いて 

が有用である

また、公共

調整し情報提

ションに向

での提供情

討します。

上のための

続的な取り組

ことから、京

話照会対応や

につとめ、よ

え方（案）

適に利用し

障がい者に

前の情報提

提供等につ

で施設の状

「環境保全

かかる普及

外国人」に

連続性に配

小学生）・幼

慮した情報

 

ることから

共交通等を

提供等の改

けて、活動

情報への意見

組織運営上

組みのため

京都御苑に

や施設利用

より適当な

 

してもらう）

に対して、ホ

提供等を充実

いて 

状況を確認で

全」にかかる

及啓発に取り

に対する情報

配慮した情報

幼児」には

報発信等の取

ら、（１）の来

を利用しての

改善を図りま

動等に関する

見や来苑者

上の取り組

めには、日常

に関わりのあ

用情報の記録

な対応を図

」を達成す

ホームペー

実していき

できるよう

る取組を進

り組みます

報提供等に

報発信等の

“理解でき

取扱など、

来苑前の情

の来苑者へ

ます。 

る検証と評

者の意見調査

み  

常的な組織

ある各種団

録の整理な

っていきた

するため

ージなど

きます。 

うにしま

進める空

す。 

について 

の充実を

きる情報

きめ細

情報提供

への案内

評価が重

査など、

織運営の

団体との

など、京

たいと考



 

 

■平安

 延べ

あげられ

 

■京都博

 当日参

策のイベ

 

■歴史

 明治天

望む声が

 

■近畿

 吉野熊

提供す

 

■国際

 平成

 

■写真

 平成

多くあ

 

■歴史

 平成

ス。京都

 

■JICA

 ユニバ

等の依頼

 

■大学演

 平成

どの学外

 

■講演

 市内各

義を実施
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王朝の夜ラ

4 日間で 7

れました。

博物館施設

参加は約 5

ベントニー

散策の集い

天皇産屋が

が多数寄せ

の自然展 

熊野国立公

る企画展を

交流ボラン

20年12月

でみる京都

21 年 1 月

りました。

ふれあいの

20 年春設

都市の観光

A 研修対応

バーサル対

頼に基づき

演習受入 

19 年度以

外演習の受

等 

各種団体の

施。 

9～20 年度

ライトダウ

7900 人(

 

設連絡協議

50 名程度。

ーズがある

い（中山邸

がのこる中

せられました

公園等を中心

を行いました

ンティア団

月に京都御

都御苑 

月 20 日以

 

の道 

設置の歴史案

光情報提供等

応 

対応の一環

き JICA 研修

以降、京都大

受入を試行。

の招きに応

度に取組を試

ン 

推定)の参加

会公開講座

。事前の応

ことが確認

公開含）

山邸来場者

た。 

心とした近

た。 

体「英語で

御苑内でのガ

以降 3 月末ま

案内看板を

等でとりあ

として、ま

修生の京都

大学、京都

。各回 40

じて京都御

7

試行したコ

加がありま

座 

応募者数は定

認されました

者は約 300

近畿地方環境

で京都をガ

ガイドを試

まで実施。マ

をたどる御苑

あげられ、利

また、御苑の

都御苑訪問受

都府立大学、

0 名程度の学

御苑の概要や

コミュニケ

ました。マス

定員を上回

た。 

00 人弱。利

境事務所所

イド」 

試行。事務所

マスコミの

苑の歴史資

利用が進ん

の様々な利

受入を試行

、滋賀県立

学生が来苑

や最近の取

ーション施

スコミや市民

回り、歴史解

利用者から再

所轄の国立公

所職員が解説

の報道によ

資源情報に触

んでいます。

利用可能性を

行しました。

立大学、京都

苑。 

取組を紹介す

施策一覧】 

民ブログ等

解説を伴う

再度の企画

公園の自然

説員として

って来苑す

触れるモデ

。 

を探るため

。 

都造形芸術

するための

等にとり

う御苑散

画実施を

然情報を

て出役。 

する方も

デルコー

め、JICA

術大学な

の出前講



計 小計

ﾊﾟﾝﾌ
ﾚｯﾄ

御苑
ﾆｭｰｽ

季節の
たより

ﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞ

中立売
ホール

中立売休
憩所掲示

富小路休
憩所掲示

野外
文庫

苑内
案内板

森の
博物館
（主に解
説板）

御苑
ﾉｰﾄ

閑院宮
邸跡

ﾚｸﾁｬｰ
ﾎｰﾙ

拾翠亭 職員通常
業務対応

苑内
利用届

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
利用

巡視
案内

苑内作業
中の対応

造園実習
受入

中学生
体験学習
受入

自然教室 ﾄﾝﾎﾞ池
公開

葵祭 時代祭 御所一般
公開

迎賓館公
開

来苑前 来苑後 29

平安
王朝

博物館
講座 歴史

散策
近畿の
自然展

英語で
ｶﾞｲﾄﾞ

職員
展示（予）

ふれあ
いの道

職員
解説 ﾒﾃﾞｨｱ

対応

JICA研
修受入

大学演習
受入

講演等 12 来苑前 来苑後 41

認知的目標
（認知率、理解度のアップ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 20

行動的目標
（来訪行動、多目的利用行動）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 20

ＵＤ化目標
（苑内移動のｽﾑｰｽﾞ化、快適利用）

0 0 ○ ○ 2 2

認知的目標
（認知率、理解度のアップ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 29

行動的目標
（多目的利用行動）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 27

ＵＤ化目標
（苑内移動のｽﾑｰｽﾞ化、快適利用）

○ ○ ○ 3 3 ○ 1 4

歴史文化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 11 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 16 22 27

自然環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 17 25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 15 24 32

環境保全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 7 13 ○ ○ ○ ○ ○ 5 11 12 18

施設情報 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 7 12 ○ ○ ○ 3 8 10 15

一般（特に周辺住民） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 15 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 14 24 29

障がい者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 2 3 0 1 2 3

研究者・専門家等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 12 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 11 19 23

学生（中学・高校生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 14 21 ○ ○ ○ ○ 4 11 18 25

児童（小学生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 8 11 ○ 1 4 9 12

幼児・子供づれ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 3 5 ○ ○ 2 4 5 7

外国人
○

(英語)
○

(英語)
○

○
(英語)

○
(英語)

○ ○ ○ ○ 2 4 6 ○
○

(英語)
○

(4ヶ国)
○ 4 6 8 10

一般 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 12 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 10 18 22

障がい者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 2 3 0 1 2 3

修学旅行生（中学・高校生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 12 16 ○ ○ ○ 3 7 15 19

児童（小学生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 5 6 0 1 5 6

幼児・子供づれ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 3 4 ○ ○ 2 3 5 6

外国人
○

(4ヶ国)
○

(英語)
○

(英語)
○

○
(英語)

○
(英語)

○ ○ ○ ○ 3 4 7 ○
○

(英語)
○

(4ヶ国)
3 6 7 10

発信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 17 26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 21 29 38

受信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 7 12 ○ ○ ○ ○ ○ 5 10 12 17

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 6 11 ○ ○ ○ ○ ○ 5 10 11 16

0 0 0
来訪者
数調査

1 1 1 1

9 10 3 14 10 6 6 10 10 10 12 15 12 8 19 5 5 14 16 8 8 6 8 15 15 15 10 9 17 26 8 6 7 11 4 11 9 7 4 8 8 7 12

年間5万
部印刷。
京都駅や
周辺宿泊
施設でも
事前配布

年間4回、
計9万部
発行。京
都駅や周
辺ホテル
等でも配
布

毎月約50
部程度を
要望のあ
る幼稚園
へ送付

閲覧回数
不明

蔵書数
500

看板19基 H20年4
～12月の
利用者数
約2万8千
人

特別展
（環境問
題パネル
掲示）や
シンポジ
ウム利用
等

H20年4
～12月の
利用者数
約9千9百
人(金土),
茶室84件

多数の利
用がある

多数の利
用がある

年間３０
万人程度
の利用

多数の利
用がある

延4日
間で
7900人
の利用

3千人
程度
の利
用

発信方法
に難有

対象者･
内容の再
検討

障害者対
応検討

活用策要
検討

障害者対
応検討
御所から
の誘導方
法検討

意見の扱
いについ
て要検
討。
活用策要
検討

見どころ
の効果的
見せ方要
検討

活用策要
検討

H20年秋、
協会職員
へ御苑歴
史資源に
係る研修を
実施

子ども・
障がい者
の参加促
進

障がい者
の参加促
進

催事に合
わせ閑院
宮邸跡、
拾翠亭公
開程度

催事に合
わせ閑院
宮邸跡、
拾翠亭公
開程度

催事に合
わせ閑院
宮邸跡、
拾翠亭公
開程度

京都御苑について、情報提供や情報交流を行う媒体や場所、行事等を抽出し、それらの役割（来苑前の情報提供等につながるものか、来苑後に関するものか等）、情報の内容、対象者等について整理した表

備考

市
民

観
光
客

手
法

発信方向

対象者

小計

影響度

モニタリング（効果測定手法）

目
標

行動刺激策(非日常性)

来
苑
前

来
苑
後

魅力
紹介

管理
運営

目標のタイ
プ

テーマ

H19～20年度
合計

イベント (*)平成19末～20年度試験的事業配布 施設等 施設＋職員 職員 小計
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